
 

     

東西条地区住民自治協議会 事務局 TEL/FAX 082-421-2023 

東西条地域センター 〒739-0007東広島市西条土与丸 2-3-4 TEL･FAX 082-421-2023 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

平成２５年7月18日、東西条地区住民自治協議会総会を開催しました。

最初に「土砂災害の恐ろしさと対策について」の DVD を視聴し、市役所

危機管理課の細谷様からお話を伺いました。広島県は危険か所数約３２,

０００か所で全国第１位、東広島市には約２,８００か所の危険なところが

あるとのことでした。また、総雨量が２００ｍｍを超えると災害が起きる

可能性が高くなるとのことでした。いざという時のために、準備をしてお

くことの必要性や普段からのコミュニケーションの大切さを感じました。

その後、防犯・防災、総務、福祉、健康・生涯学習、地域活性化の各部会長様より活動報告や今後の予

定についての説明がありました。（次の２面に内容を載せています。ご覧いただき、多くの皆様方のご

支援・ご協力をよろしくお願いいたします。） 

来年度（平成２６年度）の市の広報「ひがしひろしま」の配付方法について検討した結果、今年度と

同じように市から直接各家庭並びに事業所へ配付していただく「ポスティング方式」に決まりました。 

また、１０月１日現在の「住民自治協議会構成員世帯数調べ」を各区長様にお願いしました。同

じ東西条小学校区に住まいするものとして、お互いに助け合い協力し合って「人と歴史と緑が醸す 

笑顔と交流のまち 東西条」にしていきましょう。未来からの留学生である子どもたちや大人であ

る私たちのために。 

 

（総会の様子 7/18） 

 本格的な活動開始。「笑顔と交流のまち東西条」にあなたの力を！ 

東西条地区住民自治協議会 会長 横山 高嶺 

暑中お見舞い申しあげます。熱中症や豪雨災害のことがトップ・ 

ニュースになる毎日ですが、地域の皆様には如何お過ごしでしょう 

か。日頃は東西条地区住民自治協議会の活動にご理解とご協力を頂 

きまして誠にありがとうございます。 

みんなが幸せに、安心・安全に暮らせる地域社会をめざして、参 

加の各団体はそれぞれの活動計画に向かって、活動を始めています。 

 ７月１８日には総会を開催し、各部会からの活動報告があり、質疑応答・意見交換も行われ

ました。その目的は情報を共有することで、各団体間の連携と協力を図るためです。 

まちづくり計画で掲げられた将来ビジョン『人と歴史と緑が醸す笑顔と交流のまち東西条』

の実現は、このお題目を唱えているだけでは果たせません。どんな小さなことでも一つ一つ実

践していくことが大切です。自分に出来ることから始めましょう。 

 自治協議会だよりも３号となりましたが、次号からは地域住民の皆様からのご意見等を掲載

する欄を開設したいと思います。よろしくお願いします。 

 

 

 

 

東西条地区住民自治協議会 総会について 

 

《総会の様子 7/18》 



  

 

 

 

○ 総務    ・「年間行事予定表」を６月末までに各家庭に配付しました。活用をお願いします。ご 

意見等がありましたらお聞かせください。また、部会として次にやることを決めてい 

きたいと思います。 

         《地域の意見を集める。地域へ情報を伝えることを目標に頑張っています。これからも 

宜しくお願いします。》 

○ 防犯・防災 ・「防災マップ」を今年度末までに作成・配付しますので、各区から２～３名の協力をお 

願いします。（地域センターに協力してくださる方のお名前を届けていただいておりま 

すが、まだの所は早急にお願いします。地域の実情に合ったより確かなものを作成した 

いと思いますので。） 

・「地域安全マップ」作成にあたっては通学路を中心に作成したいと思います。また、 

地域ごとに地域安全推進員（西条、吉行、土与丸、助実から２～３名）を選出してい 

ただき、ネットワークづくりを行いたいと思います。 

《平成２４年１月に実施したアンケートによると、「特に力を入れて取り組むとよいと 

思うもの」の第１位（４８．４％）が「防犯・防災」でした。防犯・防災の意識を高 

め、安全・安心のまちづくりの実施体制をつくりたいと思います。》 

○ 福祉    ・各福祉関係団体で行っていることはそのまま続けていただき、部会としては、新しい 

       ３つの事業に取り組んでいきます。 

         ①「子ども民生委員」による家庭訪問（９月、１２月） 

         ②家庭教育講演会（２月１５日） 

③小学生から見守り隊への感謝状贈呈（小学校の交通班長交代式の時） 

《子どもから子育て世代、お年寄りまで、地域で助け合える関係を作り、感謝の気持ち 

を感じてもらうきっかけにしていきたいと思います。》 

○ 健康・生涯学習 

         ・主催講座「ごみ分別を学ぼう会」（５月２７日） 

        ・市民スポーツ大会（陸上の部）（６月２日）：１０位になる。 

・スポーツ教室（６月１５日） 

：雨天のためバトミントンのみを行う。約７０名の参加。 

・主催講座「卒災のすすめ」（６月３日、１０日） 

・星空まつり（７月２０日） 

・主催講座「地域でこどもを見守り隊」（７月２２日、２９日、８月５日） 

・市民スポーツ大会（球技の部）（８月１８日）：昨年は総合８位。今年はそれ以上を。 

・第１回東西条グランドゴルフ大会（９月２９日） 

・第１４回さわやかウォークの日歩こう DAY（３月２日） 

《世代を超えて、楽しく健康維持と学習できる機会を作ります。》 

○ 地域活性化  ・きれいなまちづくりキャンペーン（６月 ９日） 

・星空まつり（７月２０日） 

       ・吉土実盆踊り（８月１４日） 

・東西条まつり（１１月１７日） 

《祭りや環境美化活動を通じて、東西条の賑わいを作ります。》 

住民自治協議会「５部会」の事業報告並びに予定 

 

《市民スポーツ大会 

(陸上の部)6/2》 



 

 

 

 東西条地区の話題、出来事、史跡等、お届けします。今回は、「一般国道３７５号線（御薗宇バイパス）」

です。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「こんなことがあるよ」「これは皆さんに知ってほしいな」等のニュースがありましたら、事務局 

（東西条地域センター℡＆FAX ４２１－２０２３）までご連絡ください。お待ちしています。 

  

 

 

◎ 願いよ 届いて！ 

 ７月１日から７日まで、玄関に七夕を飾りました。最初は笹だけだったの 

が、講座生や来館者の皆様方が願い事を短冊に書き、つりさげてくださった 

お陰で、笹竹がしなるほどになりました。きっと皆様の願いが届き、かなえ 

られると思います。ご協力いただき有難うございました。 

◎ 主催講座「地域でこどもを見守り隊」について 

 第１回を７月２２日、市のこども家庭課から福永様、家庭相談員の 

上野様を講師にお迎えし、「地域で守るこどもの笑顔（児童虐待の現状 

について」と題して、お話を伺いました。 

   第２回目 日時：７月２９日（月）１３：３０～１５：００ 

演題：「地域に愛された子どもはふるさとをもつ」 

講師：織田壽子様（東広島市教育委員、元寺西小学校長、 

保護司） 

   第３回目 日時：８月５日（月）１３：３０～１５：００ 

演題：「子どものサインに気がついていますか」 

講師：上栗哲男様（広島新生学園長）  

            （申し込み先・お問い合わせ：東西条地域ｾﾝﾀｰ ℡＆FAX 082-421-2023） 

東西条地区 ミニ・ニュース  

西条インターチェンジを降りると、一般国道３７５号線 

（御薗宇バイパス）に出ます。私たちが普段よく利用している道 

路ですが、これから本格的に４車線化工事が行われます。工事区 

間は、中川交差点付近から御薗宇交差点付近までの約４ｋｍで、 

６つの区間に分けて施工されます。そして、全部の工事が終了する 

のが平成２６年度末だそうです。 

工事期間中は、誘導員の方がおられ、歩行者等の安全に配慮し 

てくださいますが、早朝や夜間等、工事現場付近を通行される場 

合は、特に事故等にあわないようにお気を付けください。 

 

   

 

 

東西条地域センターからのお知らせ  

 

《吉土実歩道橋付近》 

 

《土与丸橋付近》 

 

《七夕飾り 7/5》 

 

《第１回講座の様子 7/22》 



 

 

 

 

 

◎ 「色を濃くしてきたよ」緑のカーテン 

東広島市環境対策課からいただいたゴーヤが 

大きく生長してきています。西日をさえぎって 

ほしいと玄関の左側に植えていますが、葉の色 

が濃くなり、つるもどんどん伸びてきています。 

また、かわいい黄色の花も咲き始めました。 

玄関の正面には、朝顔も青い花を咲かせて、 

来場される方々の目を楽しませています。 

 

 

◎ 「５羽のツバメ」がまたまた元気に育っています！ 

 最初の子ツバメが飛び立ち、すぐ横に新しい巣を作って 

から約１ヶ月半。「チッチッチッ」５羽の子ツバメが巣から 

大きく乗り出しさえずり始めると、どこともなく親鳥が飛ん 

できて、エサを子ツバメに与えます。どの子つばめも同じよ 

うに大きく育ってきています。写真を撮ろうとして、硝子戸 

をあけると、親鳥は危険を感じたのか「ピィーピィー」と 

かん高い声を出します。仲間や子ツバメに知らせているので 

しょうか。より安全に、より確かな子育てをしている親鳥を 

見ていると、これが子育ての原点なのかと思えてきます。 

子ツバメが羽ばたきのようなことを始めたので、間もなく 

  巣立ちを迎えると思います。巣立ってからも、しばらくの間 

は親鳥からエサをもらい、エサの取り方や天敵をかわす技術や知恵等の実践訓練も受けるそうです。 

また、ツバメの親子は、旅立ちの頃、もう一度巣のあるところに戻って家主にあいさつをして行く

ということを聞いたことがあります。１０年近く生きているというツバメもいるものの、平均寿命は

１年半で、渡りの季節まで生き残るのは約１３％だそうです。 

間もなく飛び立つであろう子ツバメたち。元気でまた来てほしいものです。 

 

◎ 「東西条地域センター」、「東西条地区住民自治協議会」への連絡等について 

    職員が不在の場合は、地域センター玄関右側の「郵便受け」を 

ご利用ください。メモ用紙も用意しております。 

尚、電話の場合は、少し待っていただくと留守番電話に変わり 

ますので、そちらへ用件を入れてください。勿論、FAX もござい 

ますのでご利用ください。 

よろしくお願いします。 

     《東西条地域ｾﾝﾀｰ ℡＆FAX 082-421-2023》 

 

 

 

《ゴーヤと朝顔 7/19》 

 

《 エサを与え飛び去る親鳥 7/19》 

 

←郵便受け 


